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1. はじめに

　神奈川県小田原市久野諏訪原において、箱根東京テフ

ラ（Hk-T）（町田・新井 , 1992）以降の風成テフラ層が連

続露頭として出現した。このうち、箱根東京テフラのす

ぐ上位に新たにテフラが発見され、諏訪原テフラ（SwS）
と命名された（笠間・山下 , 2007）。著者らはこの SwS
から斑レイ岩質岩片を発見した。箱根起源のテフラおよ

び、箱根火山に分布する溶岩からの、斑レイ岩質岩片お

よび捕獲岩の報告はなされてない。本論では、SwS から

産出した斑レイ岩質岩片の岩石学的・地球化学的記載を

行い、その起源と意義について議論する。斑レイ岩質岩

片の発見は、箱根火山の地下構造をはじめ、伊豆 – 小笠

原弧全体の構造を考える上でも重要な資料となりうる。

なお、諏訪原テフラの露頭全体の産状と詳細については、

笠間・山下（2007）を参照されたい。

2. 諏訪原テフラ（SwS）

　諏訪原テフラ（SwS）の、概略は次のとおりである（笠

間・山下 , 2007）。SwS は下部の褐色スコリア層（SwS-a）
と上部の灰色スコリア層（SwS-b）から構成される。下

部の褐色スコリア層（SwS-a）は、粒径範囲が 3 ~ 8 mm、

最大粒径が 10 mm 程度のスコリアからなり、磁鉄鉱、カ

ンラン石、単斜輝石などの有色鉱物を含む。上部の灰色

スコリア層（SwS-b）は、粒径範囲が 5 ~ 15 mm 、最大粒

径 が 25 mm 程度のスコリアからなり、カンラン石、磁

鉄鉱、斜方輝石、単斜輝石などの有色鉱物を含む。また、

SwS-b には、粒径 8 ~ 20 mm 、最大粒径 30 mm 程度の安

山岩質の岩片が含まれる。岩片として含まれる安山岩は、

hyaloophitic 組織の石基を持つ。SwS-b の起源としては、

富士火山と箱根火山の両方が考えられるが、古期富士テ

フラのスコリアと比べると粗粒であること、含まれる岩
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図1. SwSより産出した斑レイ岩質岩片 .
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片が箱根の溶岩と類似する安山岩であることなどから、

その起源を箱根火山と判断した。

3. 斑レイ岩質岩片の岩石学的特徴

　SwS-b より発見した斑レイ岩質岩片は 1 点のみで、長

径が 30 mm ほどの亜円レキであった（図 1）（資料番号 
KPMNH-NL0000999）。斑レイ岩は細粒から中粒（0.5 ~ 2 
mm 程度）で、斜長石、普通角閃石、カミングトン角閃

石および不透明鉱物からなり、副成分鉱物として、アパ

タイトを含む（図 2）。モード組成は、斜長石が 52.9 %、

普通角閃石が 40.9 %、カミングトン閃石が 2.4 %、不透

明鉱物が 3.8 % であった（表 1）。カンラン石、単斜輝石

および斜方輝石は含まず、角閃石斑レイ岩に分類される。

　斑レイ岩中の斜長石は累帯構造を示し、薄い反応縁を

持つ。比較的大きな結晶はほぼ自形を示し、融食されて

いることが多い。普通角閃石はほとんどが他形であるが、

半自形を示すこともあり、ときに比較的小さな斜長石を

包有することがある。角閃石の一部はカミングトン角閃

石に置換されている場合がある。カミングトン角閃石は、

単独に存在することもあり、その場合はほとんどが他形

である。不透明鉱物は普通角閃石やカミングトン角閃石

に伴うことが多い。また、斜長石の粒間に存在すること

もある。組織は等粒状組織で、集積岩の特徴も見られる。

4. 斑レイ岩質岩片の全岩化学組成

　斑レイ岩質岩片の全岩化学分析値を表 2 に示す。全岩

化学分析は神奈川県立生命の星・地球博物館設置の蛍光

X 線分析装置（XRF）（島津製作所 XRF-1500）を用いた。

また , 全岩化学分析のうち , 主要元素の分析方法につい

ては , 小出ほか（2000）に従った。

　斑レイ岩質岩片の主要元素は、SiO2 = 46.48 wt.%、TiO2 

= 0.78 wt.%、Al2O3 = 20.99 wt.%、Fe2O3 = 12.70 wt.%、MnO 
= 0.22 wt.%、MgO = 7.29 wt.%、CaO = 11.35 wt.%、Na2O = 
1.29 wt.%、K2O = 0.08 wt.% で、比較的 SiO2 に乏しい。

5. 北部伊豆–小笠原弧における斑レイ岩類との比較

　北部伊豆 – 小笠原弧における斑レイ岩類の報告は、丹

沢深成岩類（滝田 , 1980、Kawate & Arima, 1998 など）、

富士火山（安井ほか , 1998 など）、伊豆大島（一色 , 
1984）、三宅島（坂本ほか , 1999）、御蔵島（一色 , 1980）、
八丈島（一色 , 1959）などがある。このうち、丹沢深成岩

体以外の斑レイ岩は、輝石を含み、角閃石はわずかに含

表 1.  斑レイ岩質岩のモード組成 .

図 2.  SwS 中の斑レイ岩質岩の偏光顕微鏡写真（左 : オープンポーラー、右 : クロスポーラー）.  pl: 斜長石 , horn: 普通角閃石 , cum: カミ

ングトン閃石 .  写真の横幅は 3.5 mm .

表 2.  斑レイ岩質岩の全岩化学組成 .
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図 3.  SwS の斑レイ岩質岩片と丹沢深成岩類との比較（主要元素）.

図 4.  SwS の斑レイ岩質岩片と丹沢深成岩類との比較（微量元素）.

まれるか、もしくは含まれない。また、カミングトン角

閃石については、丹沢以外の岩体では認められない（表 1）。
従って、SwS-b の斑レイ岩質岩片は丹沢深成岩体と比較

するのが妥当である。

　SwS-b の斑レイ岩と丹沢深成岩体（Kawate & Arima, 
1998）の全岩化学組成を比較した（図 3、図 4）。主要元

素においては、すべての元素で丹沢深成岩体（斑レイ岩

類）と同領域にプロットされる。微量元素においては、

Rb および Zr の含有量がやや高めではあるが、他の元素

においては丹沢深成岩体（斑レイ岩類）と同領域にプロ

ットされる。すなわち、地球化学的には丹沢深成岩体（斑

レイ岩類）と類似した特徴を持つ。鉱物組合せにおいて

は、輝石やカンラン石を含まず、斜長石、角閃石、カミ

ングトン角閃石および磁鉄鉱の組合せからなる SwS-b の
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　神奈川県小田原市久野諏訪原において箱根東京テフラのすぐ上位の諏訪原テフラ (SwS) から、斑レイ岩質岩片が

発見された。斑レイ岩質岩片は、斜長石、角閃石、カミングトン角閃石、磁鉄鉱からなる角閃石斑レイ岩であった。

岩石学的・地球化学的研究から、角閃石斑レイ岩は丹沢深成岩体と類似することがわかった。角閃石斑レイ岩の発

見は、伊豆 – 小笠原弧の中部 ~ 下部地殻を研究する上で重要な手がかりになる。

（受付 2006 年 11 月 30 日；受理 2007 年 1 月 17 日）

斑レイ岩質岩片と同様の斑レイ岩が丹沢深成岩体の大滝

沢型や熊木沢型の岩体中に存在する。従って、SwS-b の
斑レイ岩質岩片は丹沢深成岩体と岩石学的・地球化学的

に特徴が類似したものと言える。このことは、箱根火山

の中部もしくは下部地殻に、丹沢深成岩体と類似した深

成岩の存在を示唆する。

6. 斑レイ岩の意義

　伊豆 – 小笠原弧の地下構造は、Suehiro et al., （1996） によ

り地震波を用いた断面図が提案され、中部地殻（6 ~ 7 km/s 
層）がトーナル岩質岩で、下部地殻（7 ~ 7.5 km/s 層）が

斑レイ岩質岩もしくは角閃岩からなることが推定されて

いる。中部地殻および下部地殻が地表に露出したものが

丹沢深成岩体と考えられ、これらのことから、Taira et al., 
（1998） や平ほか（1998）は伊豆 – 小笠原弧の発達モデル

を 3 次元的に考察している。このモデルでは、丹沢トーナ

ル岩類のような深成岩が箱根地域から伊豆半島さらには

伊豆諸島にかけて分布していることを示唆している。し

かし、これまでは箱根地域および伊豆半島において、中

部地殻もしくは下部地殻を構成すると考えられる物質を

得られなかったため、地球物理学的に推定する以外の方

法はなかった。今回、箱根火山の噴出物中から、下部地

殻に相当するような斑レイ岩が報告されたことは、伊豆 –
小笠原弧の中部 ~ 下部地殻の物質を研究する上で重要な

手がかりになる。ただし、SwS-b からは、斑レイ岩質岩

片しか見つかっておらず、伊豆 – 小笠原弧の上部 ~ 中部

地殻に相当する、凝灰岩類やトーナル岩類、変成岩類が

見つかっていない。残念ながら諏訪原の露頭は工事に伴

いコンクリートで覆われてしてしまったが、諏訪原以外

にも SwS テフラが露出する露頭は存在する。今後さらに

SwS から異質岩片を採集し、議論を深める必要がある。

7. まとめ

　箱根火山起源の諏訪原テフラ（SwS）から産出した斑レ

イ岩質岩片は、斜長石、角閃石、カミングトン角閃石、磁

鉄鉱からなる角閃石斑レイ岩であった。SwS の斑レイ岩質

岩片は、岩石学的・地球化学的に丹沢深成岩と類似する。

このことは、箱根火山の中部もしくは下部地殻に、丹沢深

成岩体と類似した深成岩が存在する可能性を意味する。今

回、箱根火山の噴出物中から、下部地殻に相当するような

斑レイ岩が報告されたことは、伊豆 – 小笠原弧の中部 ~ 下
部地殻の物質を研究する上で重要な手がかりになる。
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